
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

分割方形錯視における分割線の方向と色の 効果 ：分割円錯視と

の比較
E幵ects 　of　orientation 　and 　color 　of　dividing　line　in　divided−square
illusion：C ◎mparison 　with 　divided・circle　illusion

高橋　晋也 　 Shin
’
ya　Takahashi

荒川　圭子　 Keiko　Arakawa
石坂　裕子　 Yuko　lshisaka

名古屋大学環境学研究科

名古屋大学文学研究科

名古屋大学環境学研究科

Nagoya　University

Nagoya　University
NagOya　UniVerSity

キー
ワ
ー ド：分割方形錯視，分割線の 方向と色

Keywords ’ divided−square 　illusion，

　　　　 orientation 　and 　color 　of 　dividing　line

　　 　　 　　 　　 問　 　題

　前報 （学会誌，Vo1．28（Supplement），146−147）で は 、

新 しい 刺激布 置に よ る錯視図形 と して分割円錯視

（divided−circle 　illusion；Fig．1）を紹介 し、分割線 の

方向（垂直、水 平）お よび 色 （黒、赤 、 青）を操作 し

た 実験 に よ り、
こ の 錯視の 成 立機序 に つ い て 探索

的 に 検 討 した 。 実験の 結果 、分割線 の 方 向 ・色 と

もに錯視 量 に影響 を及ぼ し 、 方向に つ い ては 垂直

よ り水平、色 に つ い て は青 よ り黒 （と赤）の 条件で 、

そ れ ぞ れ錯視量が 大 きくな っ た （Fig．2 ）。 分割円

錯視 の 主要 な生成要因 と して は、分割線 の 直交方

向 の 空 間 が 二 分 割 され る こ と に よ る 過小 視 効果

（二 分割要因）と 、 分割線方向の 空 間 が分割線 と同

化する こ とに よる過大視効果 （同化 要因〉の 二 つ が

推定され る が 、こ の うち二 分割要因は分割線の 色

に よる影響 を受けに くい と考え られ る 。 した が っ

て 、上 述の 色の 効果 に 関 し て は 、膨張色 （赤）／収

縮色 （青）とい う色 固有の 知覚 的性質が 、 同化要因

を介 して錯視量 を調整 した の で は な い か と考 え ら

れ た 。

一方、分割線 の 方向 に関 して は、
一

般 的な

異方性効果 （水平方向に対す る垂直方向の 過大視）

と反対 の 効果が得 られ た た め 、異 方性 と
一

致す る

効果が 報告 され て い る 円形錯視（今井，1960 ）との

間 の 生 成機序の 相 違が示唆 され たが 、効果 そ の も

の の 有効な説明を見出す こ とは で きな か っ た 。
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　　　　　　 Fig．2 分割円錯視 の条件別錯視量

　　　　　　　　　 （前報の 結果）

い 、前報 と同様 の 条件操作 に よる実験 を行 い 、両

錯視の 共通要因と非共通 要因 を検討 した 。 分割方

形錯視にお い て は 二 分割 要因が 同化要因 よ り優位

に作用す るた め 、 分割線の色 の 効果が 分割 円錯視

ほ ど明瞭 には生 じな い と予測 された 。

　　 　 　　 　　 　 方　 　法

被験者 ：成 人 12名 （男性 8 名・女性 4 名、平均年

齢 30．0 歳）が被験者とな っ た 。

刺激条件 ：使 用 した パ タ
ー

ン の 基本 的な刺激布置

は Fig。3 の とお りで ある 。 分割線の 方 向条件 と し

て 垂 直 （V ）と水平 （H ）の 2 条件 、色条件 と して 黒

（L3　cd ／m2 ）、赤 （x ； ．5944 ，　y＝ ．3493，12．4　c（yrn2）、 青

　　 （a）〉条件　　　　　　　　（b）H 条件　　　　　　　　　（a）V 条件　　　　　　　　（b）H 条件

　　　　　　 Fig，1 分割円錯視　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．3　分割方形錯視

一 柵 一

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

［壓色彩学磊 而 LUME　29　SUPPLEMENT　 2・・5

（x ＝ ．1535
， y＝ ，0773

，
6．3　cd ！M2 ＞の 3 条件が設 定 され

た 。 こ れ ら の 組合せ に よ る 6 種類の 実験条件パ タ

ーン に 加 え、統制条件 として分割線な し の パ タ
ー

ン が用 い られ た 。 す べ て の パ タ
ー

ン にお い て方形

は 黒 で 描か れ 、背景は 白（57．5cdlmZ ）で あ っ た 。 な

お 、 分割線の 色が 明瞭に知覚で きる よ う、その 太

さは方形 の 太 さの 2 倍 （約 O．08
°

）と した 。

　パ タ
ー

ン は解像度 を最 高値 （1，600 × 1，024）に 設

定 した モ ニ タ （EIZO 　F】exScan 　T962 ）上 1：呈 示され 、

被験者は 約 60cm の 距離 か ら両眼観察 し た 。 大 き

さ（方形 の 辺の 長 さ）は約 5．3　
°

で あ っ た 。

手続き ： 被験 者調整 法 を用 い た。各刺激 条件 と も、

分割線 と直交する辺 の 長 さが 、分割線の 長 さに対

し て 一20％ 〜
＋20％ の 範 囲 を 1％ ス テ ッ プ で 変 化す

る合計 41 図形か らなる 刺激セ ッ トが作成 され、

被験 者は キ
ー押 しに よ っ て 、縦 に も横 に も偏平で

な い 正 方形 と し て 知覚 され る刺激布置 （PSE ）を求

め た 。 各条件 8 試行 の 調整 を繰 り返 した 。

　実験条件は 色条件別 に まとめ て実施され 、その

順序 は被験者間で カ ウ ン タ ーバ ラ ン ス された 。 ま

た 、 統制条件は実験の 始め と終わ りに実施され た 。

　　　　　　　　 結　 　果

　被験 者 ご と に 、各実験条件 の 平均調 整値 か ら統

制条件の 平均調整値 を引 い た値を、基 準値 （物理

的正 方形の 辺 の 長 さ〉に対す る比 率に変換 して 、

錯視量 （％）を算出 した 。

　Fig．4 に 条件別 の 錯視量 を被験者平均値 で 示す 。

分割線 の 方向（2）× 色 （3）の 2 要因分散分析 の 結果 、

色 の 主効果が有 意 とな り（F； 3．55
，
dJ』2

，
22

，
　pく ．05）、

下位検定 に よ り、黒 に比 べ 青の 錯視量が小 さい こ

とが 明 らか とな っ た （p〈．05）。 また、色 と方向 の

交互 作用 に有意傾向が認め られ た （F＝ 259 ，df』2，221

p〈．10）。方向の 主効果 は認 め られ なか っ た 。

　　　　　　　　 考 　　察

　Fig．4 に示 され る よ うに 、　v 条件で は分割線の

色 の 効 果が な く、H 条件で は 黒 （・赤）に対 して 青

の 錯視量 が小 さい と い う結果が得 られ た 。 V 条件

で色 の 効果が生 じなか っ たこ とに つ い て は、当初

の 仮 説通 り、分割方形錯視 に おい て は 二 分割要 因

が 同化要因よ りも相対的に優位に作用 した ため と

解釈で きる 。
つ ま り、二分割 された 水平方向の 空

間の 過小 視効 果が 、分割線の 色に 関 わ らず
一

律 に

錯視量 を規定 したため 、同化 要因に よる垂直方 向

の 過大視量 に調整 的影響 を及ぼ す分割線 の 色の 効

果が隠蔽 され た もの と考え られ る 。

　 一方 、H 条件 にお い て は、分割線 の 色 の 効果 は

分 割円錯視 と同様 の 傾 向で生 じた 。 こ の うち、黒

条件で 錯視量 が 最大 とな っ た こ と は、分 割線 （誘

導図形 ）と方形 （検査 図形 ）が 同色 で あ る と い う等

質性効果 に よ っ て説明 され る 。 また 、赤条件 と青

条件に つ い て は、膨張／収縮 と い う各色の 知覚的

性質が、同化要因 を介 して錯 視量 に影響 を及ぼ し

た と考え られ る 。
こ れ らの 効 果 に つ い て は 、 前報

で 考察 した分割円錯視 と共通の 機序 が推定 され る。

　で は、なぜ、こ の よ うな色 と方向の 交互 作用が

分割方形錯視 の み に生 じた の だ ろ うか 。 ひ とつ の

可能性 と して 、
F

形 の 判断
”
と
1’
距 離の 判断

1

とい う、

被験者調 整法 に お け る 判断 モ
ー

ドの 相違が 考え ら

れ る 。
つ ま り、 冒頭で 述べ た よ うに、刺激全体が

直線 で 構成 され た分割方形錯視 に お い て は 、 分割

円錯視 に 比 べ 、二 分割要因の 影響力が相対的に高

くな る と予測 され た が、中 で も V 条件で は、PSE

を求め る ため の 空間 の 調整が 、人 間 の 距離判断に

と っ て 親近性 の 高 い 水平方 向（垂 直分割線 の 直交

方向）で 行 わ れ た た め 、被験 者 に よ る 知覚 判断が

形判断で は な く距離判断優位 に な っ た可能性があ

る 。
こ れ ら二 つ の 要因（二 分割要因の 優位性＋ 距

離 判断の 優位 性）が 組み 合 わ され た結 果 、 とくに

V 条件の 分割方形錯視 に お い て は、二 分割 され た

水 平方向 の 空 間ある い は 上 下 2 辺 の 距離 の 過小視

効果 が、錯視量 に 支配的 な影響 を及 ぼ した の で は

ない か と推察され る 。

　 上述 の 仮説 を検証す る ため には 、 分割線 の 方 向

と調整の 方向が 対応 関係 に あ る 現行 の 実験手続 き

を見直す必要 があ る 。 また、前報の 分割 円錯視 と

同 じ く、被験者別 の 錯視量 に は か な りの 個人差 も

生 じて い た た め 、 さら に 被験者数 を増す こ と に よ

っ て デ ータ の 信頼性 を上げなければ ならな い
。

　 　 　　 　　 　 ま　　 と　　 め

　分割線の 方向と色 を操作 した実験 に よ り、分 割

円錯視 と分割方形錯視の 共通／ 非共通要因 を検討

し た結 果、共通要因 と し て 同 化要因に お ける色 の

効 果、非共

通 要因 と し

て 、方向に

よ る 二 分割

要因の あ ら

われ 方 の 違

い が 示され

た 。 今後 、

さら に 詳 し

い 条件分析

に よ り、両

錯視 の 成立

機序 の 解明

を目指す必

要が あ る 。
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Fig．4　分割方形錯視 の 条件別錯視量
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